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１１月2５日（月）１６：００～１７：００　第４回　検数労連１９冬季一時金交渉


全日検　  ：　有額回答全国一人平均４８３，１９４円


日検協会　： 有額回答未提示。組合は猛抗議！





























【全日検　有額回答】


1．支給額


（１）職員


　　　算式（本給＋役付）×　乗率　＋　一律　＋α


職員平均（216,204円）×1.771＋100,297＋α


全国一人平均483,194円＋α





①一　律　＝　1年以上 5年未満　全国一律　93,000円


　　　　　　　　　　　１０年未満　全国一律　95,500円


　　　　　　　　　　　１５年未満　全国一律　98,000円


　　　　　　　　　　　２０年未満　全国一律105,000円


　　　　　　　　　　　２５年未満　全国一律125,000円


　　　　　　　　　　  ２５年以上　全国一律127,500円


 ②　α　　＝　調整加算


③  α　　＝　特別評価





（２）勤続１年未満の職員　本給×２．２ヶ月





（３）その他身分


①準職員　　　　　　半年未満　　 全国一律　30,000円


                    １年未満　　 全国一律　60,000円


　　　　　　　　　　5年未満　　 全国一律　80,000円


　　　　　　　　　１０年未満　　 全国一律120,000円


　　　　　　　　　１０年以上　　 全国一律140,000円


⓶契約雇員　　　　　　　　　　　 全国一律150,000円





２．支給日：２０１９年１２月１０日（火）


　　　　　　ただし、５銀行営業日前までの妥結意思表明を条件とする。





３．その他


（１）支給日当日の在籍者に対し、２０１９年１２月１日現在


の身分給与により計算し支給する。


（２）支給計算期間について


　　　２０１９年５月１日～２０１９年１０月３１日


（３）その他の取扱いは、従来通りとする。





以上





















































　１１月２５日（月）第４回検数労連１９冬季一時金交渉で、組合は両協会に有額回答の提示を求め交渉を行いました。


【全日検】


１９冬季一時金回答提示にあたって、昨年冬の回答実績を基本に考えてきた。しかしながら、１０月（単月）の事業収支の落ち込みや今後の見通しが厳しい状況にあること。また、４月から始まった『働き方改革』の影響などを総合的に勘案した中での回答となっており、従業員個々では昨年冬を上回る回答を構築した。



































































































































～第４回一時金交渉～





　よって、労組には現回答をもって判断をお願いしたい。


【日検協会】


　本日は労組要求の有額回答指定日であり、回答を提示しなければならないところだが、本日、回答を提示することは出来ない。


　前回の交渉で『回答構築に苦慮している』との事で、交渉を１６時に設定してもらい朝から内部議論を重ねてきたが、最終的に回答をまとめるまでには至らなかった。


　回答構築にあたっては、従業員の努力や労苦にどのように応えるべきか。現状はこ


れまで重ねてきた交渉の中


で説明してきた通り厳しい


状況のなか、応えるべく最終


















































段階まで来ている。


　いずれにしても、本日回答を提示できないことについてはお詫びを申し上げると共に、今しばらく時間をいただきたい。


【組合主張】


　組合は全日検の有額回答と日検協会の回答未提示という結果を受け、休憩を挟み分析を行った結果、次の通り主張を行い、次回交渉までに全日検には修正回答、日検協会には有額回答の提示を求めました。


【全日検に対し】


　要求額との関係では未達となっており、上積み修正


を求める。


　金額的には単純比較で昨Ý年






























































冬比プラス回答となっており一定評価できる。


　乗率部分については、昨冬比プラス０．００３ヶ月上積みしており一定評価できる。


　家族手当、地域年齢手当については、回答算式に入っておらず不満である。


　アルファ回答については、本交渉の中で提示されず不満である。


　全日検がこだわり続けている『特別評価』については反対であり、重ねて全体配分を求める。


【日検協会に対し】


　要求提出から有額回答


指定日までの間、相当な期


間がありながら本日の回





















































１１月２６日（火）１１：００～


連続交渉で、日検協会には有額回答を全日検には修正回答を求めて行きます！





　

















答指定日に回答が提示されなかったことに対して抗議する。


　冬季一時金要求の一つである回答指定日は全国の組合員が大いに期待を寄せているにも係わらず提示されないことは、仕事に対するモチベーションを後退させるばかりか、これまでの労使関係を崩しかねない性格を持ち合わせており、看過することはできない。


　次回交渉では、要求に沿った回答を提示するよう強く求める。


































































































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


